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本年度第１回「東京大学総長賞」の
受賞者決定

学生部

学生表彰選考委員会（委員長 神野直彦経済学研究科
教授）では、今年度第１回表彰の実施に向けて、本学各
方面から推薦された合計14件の候補者を慎重に選考審査
し、以下の個人２名及び２団体を選出しました。
授与式は下記の日時に実施されますが、授与式では、

受賞者への表彰状及び記念品の授与、総長の挨拶、各受
賞者（個人・団体）からのプレゼンテーションが行われ
ます。また、授与式の後、引き続き懇談会を予定してい
ます。
なお、授与式は、多数の学生による祝福の場としたく、

奮ってのご参加をお待ちしています。

記

受　賞　者

【個人の部】

國枝　明弘さん（経済学部４年）

第３回全日本学生落語選手権（策伝大賞大会）での優
勝及び落語ボランティア活動による貢献

馬場　幸栄さん（人文社会系研究科修士課程２年）

日本におけるアーカイブズ教育の普及促進運動

【団体の部】

東京大学運動会ボディビル＆ウェイトリフティング部

関東学生選手権団体優勝、全日本学生選手権個人優勝
など

東京大学法律相談所

継続的な無料法律相談の開設と多年にわたる五月祭に
おける模擬裁判の上演

授　与　式

日　時 11月７日（火）
・授与式　　17：00～18：00

・懇談会　　18：00～19：30

場　所

大学院数理科学研究科大講義室（駒場キャンパス）

【本件に関するお問い合わせ】
担当： 学生部学生課学生生活チーム（大八木・宮内）
内線： 22529／22514

e-mail： gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

昨年の受賞者プレゼンテーションの様子

平成18年度の学内広報発行スケジュール

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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自衛消防隊の実践的な活動能力の向上を推進すること
を目的とした、目黒消防署主催による自衛消防活動審査
会が、毎年ダイエー碑文谷店にて行われております。今
年の自衛消防活動審査会は、雨降り止まぬ９月13日に行
われました。
Ａの部（火災予防条例により防災センターまたは自衛

消防隊の設置義務事業所）16隊、Ｂの部（Ａの部以外の
事業所）10隊、女子隊の部５隊が参加しました。大規模
災害による火災発生を想定し、現場確認から119番通報、
消火器による初期消火、屋内消火栓による消火までを３
人１隊で行い①チームワーク、②迅速な行動、③確実な
操作、④安全管理、及びタイム計測による採点が行われ、
厳しい環境の中、日頃の訓練の成果を競い合いました。
今年の先端科学技術研究センター自衛消防隊は、藤木

礼さん（町田研究室・工学系研究科航空宇宙工学専攻修
士２年）、武内 靖幸さん（町田研究室・工学系研究科航
空宇宙工学専攻修士１年）、浅木 真也さん（宮山研究室
・工学系研究科応用化学専攻修士１年）の３人で結成し、
猛暑の８月下旬から自衛消防訓練を日々重ね厳しい練習
の末、当日の審査会においては緊張感の中にも全ての訓
練を成し遂げ、自信に満ち溢れていた先端科学技術研究
センター自衛消防隊の結果は最優秀賞という輝かしいも
のとなりました。

昨年度は駒場Ⅱキャンパス自衛消防隊で最優秀賞受
賞、今年度は先端科学技術研究センター自衛消防隊とし
て最優秀賞を受賞し、悲願の２連覇を達成しました。

駒場Ⅱリサーチキャンパスでは、防災センターと施設
安全係を中心に万一の災害時に適切に対処すべく訓練を
重ねておりますが、同時に重要なのは教職員の皆様が日
頃から火災発生を未然に防止する様努めていただくこと
であります。

<参考>
自衛消防訓練とは、事業所において火災・地震その他

の災害による人的又は物的な被害を最小限に止めるため
の措置を、迅速かつ適切に行えるようにするために行う
訓練のことです。

最優秀賞に輝いた隊員の皆さん 自衛消防訓練の様子

先端科学技術研究センター自衛消防
隊、自衛消防活動審査会にて最優秀
賞受賞！

先端科学技術研究センター

<隊員紹介>前列左より、武内隊員、藤木隊長、浅木隊員
後列左より　大保施設安全係員、井上事務長、橋本所長、
青木施設安全係長
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９月15日（金）～17（日）まで、第47回銀杏祭が行わ
れた。今年のテーマは「東身大」で、ありのままの東附
の身の大きさ、東附ならではの姿を来校者に感じていた
だこうという意味である。3,000名近い来校者で賑わっ
た。
初日は練馬文化センターで「開会式」が行われ、13の

団体がステージを盛り上げた。東京高校OBと在校生有
志による恒例の「東高音頭」、３、４年生の課題別学習
「英語でミュージカル」「民俗芸能」、和太鼓の「華撃」
など、生徒たちは全身でそれぞれのパフォーマンスを披
露していた。
また、土日におこなった学校説明会には、例年を上回

る450世帯の保護者、児童が参加した。
最終日の夕方には後夜祭が行われ、来校者と生徒たち

による投票で決まるグランプリの発表が一番盛り上がっ
た。開会式部門と総合グランプリを管弦楽部が受賞し
た。
また、衞藤å学校長による校長賞を、２年総合学習

（60回生）が受賞した。発表も良く、地道に足で稼いだ
データをしっかりとまとめたことが評価された。

おわりに、銀杏祭実行委員長の星野智哉君が、幹部や
生徒みんなで協力してできたことに対する感謝の言葉を
述べて、３日間の文化祭を終えた。

史料編纂所は、９月25日（月）16時30分から総合図書
館大会議室で、前近代日本史情報国際センター設立記念
式典を挙行した。
式典は、保立史料編纂所長の挨拶、石川特任教授の同

センター事業紹介に始まり、佐藤愼一副学長からの式辞、
次いで森晃憲文部科学省学術機関課長及び高惠玲大韓民
国国史編纂委員会編史部長から来賓祝辞をいただいた。
また、石井紫郎日本学術振興会システム研究センター副
所長による記念講演が行われた。講演は、ご自身と史料
編纂所との長い関係、そして先導されてきた国制史研究
における概念史の方法と「知識（ナレッジ）ベース」と
いう本センター事業の関わりにまで及んだ。
式典閉式後、会場を史料編纂所大会議室に移し、祝賀

会を開催した。祝賀会には約90名が参加し、坂内正夫国
立情報学研究所長及び金文京京都大学人文科学研究所長
から祝辞をいただいた後、岡村定矩副学長による乾杯の
発声をいただき、終始和やかな雰囲気に包まれて、盛会
裡に閉会した。

教育学部附属中等教育学校で「第47
回銀杏祭開催」

大学院教育学研究科・教育学部

史料編纂所附属前近代日本史情報国
際センター設立記念式典及び祝賀会
の開催

史料編纂所

グランプリ受賞の管弦楽部

校長賞を受賞した２年総合学習での発表の様子

石井紫郎先生による記念講演
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第９回AMSシンポジウム
「Prospects for the New Frontiers of Earth
and Environmental Sciences」開催のご案内

大学院工学系研究科・工学部

AMS（加速器質量分析）は、さまざまな領域におけ
る最先端の研究において、しばしば決定的な役割を果た
してきました。わが国でも、公的研究・教育機関や民間
を含めて複数の施設において、AMSの測定や応用研究
が活発に行われております。これまでにも、多くの研究
成果が生まれ、さらに新たな研究領域が創出されてきて
います。今回のAMSシンポジウムでは、これまでの成
果を踏まえ、５つのトピックを選び、それぞれ海外より
一流の研究者をお呼びして国際的な研究の現状を概観し
ていただくとともに、わが国からも最先端の研究成果を
発表していただき、重点的なディスカッションができる
よう設計しています。
その他、ANUのK. Fifield教授より、「アクチノイド

AMSの技術と応用」に関する特別講演を企画していま
す。UやPuのAMSはまだ国内で行ったことはありませ
んが、極めて関心の高い分野です。また、東大MALT
が今年６月で、建設以来の加速器運転時間が累計50,000

時間を越えたことを祝して、セッションを一つ設けさせ
ていただいています。さらに、ポスターセッションを設
け、多くの方の研究発表を期待しています。
本シンポジウムが、AMSを利用した応用研究が新た

なフェイズに飛躍することの契機となることを祈念して
います。多数の方々のご来場をお待ちしております。

【第９回AMSシンポジウム開催要項】
日時：10月20日（金）～10月21日（土）
会場：工学系研究科武田先端知ビル５階　武田ホール
URL：http://www.malt.rcnst.u-tokyo.ac.jp
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日本語情報ページ：
http://www.malt.rcnst.u-tokyo.ac.jp/generalinfoj.html

スケジュール概要

10月20日（金）

―午前―

開会
Operating 50,000 hrs milestone at MALT

―午後―

Session １: 14C application: Paleoclimatology and

Paleoceanography

Session ２: 14C application: Calibration

ポスターセッション
懇親会（18：30～武田ホール横のホワイエにて）

10月21日（土）

―午前―

Session ３: Iodine dynamics in the earth surface envi-

ronment

Special lecture: Actinide AMS: techniques and applica-

tions by Prof. K. Fifield (ANU)

―午後―

Session ４: In situ CRN and its frontier applications

Session ５: Ice core records and extraterrestrial influ-

ences on the earth's climate

閉会
MALTツアー

問い合わせ先

松崎浩之
大学院工学系研究科　原子力国際専攻
tel: 03-3-5841-2961（内線22961）
e-mail: hmatsu@n.t.u-tokyo.ac.jp

横山祐典
大学院理学系研究科　地球惑星科学専攻
tel: 03-5841-4313（内線24313）
e-mail: yokoyama@eps.s.u-tokyo.ac.jp

森卷吉（もりけんきち）は1929年から1937年までの間、
第一高等学校（一高）校長を務めた教育家です。校長在
任中の1935年に、当時本郷にあった一高と駒場にあった
農学部との間で敷地の交換が行われました。この敷地交
換は、職員・生徒など一高関係者全体の団結を示した出
来事として、一高の歴史を語る際には外すことのできな
い位置を占めています。現在の東京大学教養学部は1949

年、一高を前身のひとつとして発足し、一高の敷地や校
舎を受け継ぎました。教養学部が一学部のみで駒場の広
いキャンパスと濃い緑を享受することが許されている背
景には、森を中心とした一高関係者が敷地交換のために
払った努力があるといってもよいでしょう。
森はその62年の生涯のうち、35年間は高等学校に勤務

し、またそのうち31年間は一高との関わりを持ち続けま
した。森の生涯は、旧制高等学校を中心とした戦前の日
本の高等教育の歩みとともにあったということができま
す。
本展は、森の残したノート、日記、書簡、写真などを

通して、一高および戦前の日本の高等教育について理解
と関心を深めていただくことを目的に、企画・制作され
ました。展示品の中には、森が東京帝国大学在学中に受
けたラフカディオ・ハーン、夏目漱石の講義のノートも
含まれています。
なお、本展の展示主要部分は、森卷吉のご遺族にご寄

付いただいた遺品の数々によって構成されています。

会期：10月７日（土）～12月３日（日）
開館時間：10:00～18:00（入館は17:30まで）
休館日：毎週火曜日　　　　入場料：無料
会場：大学院総合文化研究科・教養学部

駒場博物館　１階美術博物館展示室

駒場博物館

特別展「一高校長　森卷吉とその時代―向陵
の興廃この一遷にあり」
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住所：〒153-8902 東京都目黒区駒場３-８-１
問合せ先：TEL 03-5454-6139 FAX 03-5454-4929

http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/

主催：東京大学大学院総合文化研究科・教養学部
美術博物館
東京大学教養学部附属　教養教育開発機構

協力：森卷吉先生ご遺族の方々、一高同窓会、
駒場友の会

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で
無料配布しています。バックナンバーもあります。
第496（10月11日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

兵頭俊夫：爆笑問題を迎えて
新入生と考える<教養>問題

大貫　隆：特別展「トーラーの成立からユダヤ教へ」に
寄せて

三谷　博：高校生のための金曜特別講座
遠藤　貢：「人間の安全保障」プログラム

インテリジェント・ライブラリー開館
岡本拓司：オープンキャンパス2006

教養学部での実施について

大島利雄：数理科学研究科　オープンキャンパス2006

事務部長：事務組織の一部改組について

〈本の棚〉
松田良一：石浦章一著

『生命に仕組まれた「遺伝子」のいたずら
東京大学超人気講義録file2』

増田一夫：足立信彦著
『〈悪しき〉文化について
ヨーロッパとその他者』

〈時に沿って〉
森田敦郎：『文化人類学コース助手に就任して』

このセミナーは、情報基盤センターが展開しているサ
ービスについて分かりやすく紹介し、教職員、学生等の
皆様に利用できるサービスを見つけて頂くためのもので
す。
教育用計算機、ネットワーク、図書館電子化などの話

はもちろんのこと、特に今回は、全国共同利用のスーパ
ーコンピューターの利用方法や、現在、研究プロジェク
トとして進めているPKIに関する試行サービス等につい
ての説明も予定しています。
東京大学にご所属であればどなたでも参加できます。

●日時 10月25日（水）13：30 ～ 16：30

●会場 総合図書館３階大会議

参加申込み及び当日のプログラム等詳細については、
http://www.itc.u-tokyo.ac.jp/Seminar/

をご覧下さい。
より多くの皆様のご参加をお待ちしています。

（問い合わせ先）

情報基盤センターセミナー担当
seminar@itc.u-tokyo.ac.jp

「一高校長　森卷吉とその時代」展ポスター

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第496（10月11日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

情報基盤センター

利用入門セミナー開催のお知らせ
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理事・副学長による「スペシャルフォーラム」が行われ、
今後東京大学が歩むべき道について語りあったのち、東
京大学130周年記念事業開始宣言も盛り込んだ歓迎式典
が予定されております。

卒業生の方々はもちろんのこと、教職員、学生の方々
におかれましても、ご家族・ご友人もお誘いあわせの上、
ぜひお気軽にご来場ください。ホームカミングデイを通
じて、旧友や恩師と再会したり、大きく変わりつつある
「大学の今」を実感し、東京大学がみつめる未来を感じ
ていただければ幸いです。

詳細なイベント情報や申込方法については、「ホーム
カミングデイプログラム」（10月上旬発行）または卒業
生室ホームページ（www.alumni.u-tokyo.ac.jp）でご案
内しております。同窓会の開催についても積極的にサポ
ートいたしますので、お気軽にご相談ください。
なお、お問い合わせは総務部渉外グループ（03-5841-

1217，内線21217）までお願いします。

11月３日から平成19年１月28日まで、総合研究博物館
では、特別展示『東京大学コレクション―写真家上田義
彦のマニエリスム博物誌』展を開催します。
学内に蓄積されている歴史的な学術標本「東大コレク

ション」を、現代広告写真界の第一人者である上田義彦
氏が撮影。本館では写真の展覧会の開催は初めてのこと
になります。記念写真がつねに主観性を排除したメカニ
ックな眼差しに特徴があるのに対し、上田氏のカメラ眼
には類稀な個性のフィルターがかかっており、そのため
捉えられたヴィジョンは独特の奥行きと柔らかさに包ま
れ、作家性を強く主張しています。東京大学の由緒正し
い学術標本を真正面から見据えたこの偏愛的博物誌は、
「フォトアート＆サイエンス」の協働作業の成果として、
世界的に見て例のないものと言えます｡
また旧館では特別展示『「Systema naturae」-標本は

語る-』展を、２F展示ルームでは『サンゴ礁の貝類―川
口四郎博士コレクション』展を引き続き開催していま
す。

●会期：11月３日（金･祝）～平成19年１月28日（日）
●休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
12月26日（火）～平成19年１月５日（金）
平成19年１月20日（土）～１月21日（日）
●開館時間：10:00～17:00（入館は16:30まで）
●会場：総合研究博物館　　●入場料：無料
●問合せ：
ハローダイヤル　03-5777-8600

URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp

ホームカミングデイが、来る11月11日（土）に、本
郷・駒場の両キャンパスで開催されます。
今回で５回目を迎える卒業生と大学との連携を図る催

しは、各学部における講演会、懇親会、施設見学会とい
ったイベントのほかにも、同窓会組織が運営する企画や、
現役学生によるキャンパスツアーなど、盛り沢山の企画
をご用意しています。また、安田講堂においては、坂村
健情報学環教授、藤本隆宏経済学研究科教授、岡村定矩

総務部

ホームカミングデイ開催迫る！

総合研究博物館

特別展示『東京大学コレクション
―写真家上田義彦のマニエリスム博物誌』展のお知らせ

昨年のホームカミングデイ歓迎式典

式典中の安田講堂内の様子
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情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。

11月は、中国語・韓国語・英語で行う「留学生向け情
報探索ガイダンス」を開催します。
レポート・論文作成に役立つ、データベースを使った

図書や雑誌論文の探し方を、パソコンを使いながら実習
形式で行います。
留学生のみなさんのご参加をお待ちしています。

●会場：
本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/koshukai/map.index.

html

●日時：
中国語コース　11/14（火）15:00～16:00

韓国語コース　11/15（水）15:00～16:00

英語コース　　11/21（火）15:00～16:00

●申込方法

各コース定員12名（先着順）です。
以下のサイトでお早めにお申し込みください。

（中国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html

（韓国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/k/training-k.html

（英語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/e/training-e.html

●問い合わせ　学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

地震研究所では、「知って、備える」をテーマに公開
講義・一般公開を開催いたします。
近年、国内外で地震・火山による大きな災害が発生し

ています。また、建物の耐震性能についても社会的な関
心が高まっています。地震・火山による被害を低減させ

るためには、正しい知識と日頃の備えが不可欠です。
例年より遅い時期の開催となっておりますが、この機

会にぜひ足をお運びください。

■月日：11月24日（金）

■内容：
研究紹介展示

（場所：地震研究所１号館／文京区弥生１-１-１）
10:00～15:00、閲覧自由（申し込み不要）
公開講義

（場所：安田講堂／文京区本郷７-３-１）、
15:00～17:00、定員800名
①映画「日本沈没」に見る30年間の地球科学の進歩
（講師：山岡耕春 教授）

②建築構造物の耐震性能と耐震補強
（講師：壁谷澤 寿海 教授）

■参加費：いずれも無料

■申し込み方法：公開講義の受講を希望される方は、葉
書またはE-mailに、全員分の住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号またはメールアドレス、会社（学校）名
をご記入のうえ、下記申し込み先までお送りください。

■締切：11月10日

■申し込み・問い合わせ先：
東京大学地震研究所　アウトリーチ推進室
〒113-0032 東京都文京区弥生１-１-１
TEL：03-5841-5643（問い合わせのみ）
E-mail：openlec@eri.u-tokyo.ac.jp
（メールの件名は、申し込みの場合は「申し込み」、問い
合わせの場合は「問い合わせ」としてください。）
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/KOHO/PANKO2006/

情報基盤センター

“留学生向け情報探索ガイダンス”実施の
お知らせ

地震研究所

公開講義・一般公開のお知らせ
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

18.9.30 土屋　尚之 辞　職（筑波大学大学院人間総合科 大学院医学系研究科助教授

学研究科教授）

18.9.30 手崎　衆 辞　職（富山大学大学院理工学研究 大学院工学系研究科助教授

部教授）

18.9.30 廣田　照幸 辞　職 大学院教育学研究科教授

（採　　用）

18.10.1 唐澤かおり 大学院人文社会系研究科助教授 名古屋大学大学院環境学研究科助教授

18.10.1 野口　航 大学院理学系研究科助教授 大阪大学大学院理学研究科助手

18.10.1 大手　信人 大学院農学生命科学研究科助教授 京都大学大学院農学研究科助教授

18.10.1 WILSON 教養学部附属教養教育開発機構助教

BERNARD 授

FRANCIS

18.10.1 川島　真 大学院総合文化研究科助教授 北海道大学大学院公共政策学連携研究部助教授

18.10.1 中野　公彦 生産技術研究所助教授 山口大学大学院医学系研究科助教授

（昇　　任）

18.10.1 渡部　泰明 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科助教授

（出向復帰）

18.9.13 北岡　伸一 大学院法学政治学研究科教授 外務省（国際連合日本政府代表部特命全権大使）

事 務 連 絡

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

発令日、部局、職、氏名(五十音)順

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
工学部広報室
http://www.t.u-
tokyo.ac.jp/public/info/archives/2006/0928.html
E-Mail：t-Lab-info@ t-adm.t.u-tokyo.ac.jp

http://kdu.iis.u-tokyo.ac.jp/jst/

社会科学研究所事務部・総務チーム
電話：03-5841-4904
E-Mail：oct26sympo@iss.u-tokyo.ac.jp
大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/
TEL：03-5454-6139（美術博物館）
cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

工学部11号館1階
工学部広報センター
「T-Lounge」、各研究室

生産技術研究所
コンベンションホールAn棟2階

理学部1号館
小柴ホール

教養学部900番教室（講堂）

10月21日（土）
13:00～

10月23日（月）
13:00～

10月26日（木）
13:00～

10月26日（木）
18:30～

高校生のための「工学体験ラボ」（T-Lab）
第2回「航空宇宙工学　～ここからはじまる空と宇宙
の最先端～」

日米PURシンポジウム―市民に科学を伝えるには―

国立大学附置研究所・センター長会議
第三部会シンポジウム

第108回オルガン演奏会

柏地区事務部渉外・広報室
http://www.kashiwa.u-tokyo.ac.jp/
TEL：04-7136-3106 E-mail：opcam@icrr.u-tokyo.ac.jp

社会科学研究所
http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/jinzai/061031.htm
E-Mail：hrm@iss.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所　千葉実験所
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/chiba/

遺伝子実験施設　飯野雄一
http://www.biochem.s.u-tokyo.ac.jp/COE/
TEL 03-5841-3034 FAX 03-5841-3037
E-Mail：symposium@gen.s.u-tokyo.ac.jp

社会科学研究所
Tel 03-5841-4904 / Fax 03-5841-4905
Email fujiyama@iss.u-tokyo.ac.jp
http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/

http://faculty.ms.u-
tokyo.ac.jp/users/kokaikoz/kokaikoz2006.html
e-mail：t-saito@ms.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所研究協力係
TEL:03-5841-5836 E-Mail：koza@ioc.u-tokyo.ac.jp

東京大学21世紀COEプログラム
機械システム・イノベーション事務室
TEL:03-5841-7437http://mechasys.jp/

柏キャンパス

理学部1号館
小柴ホール

生産技術研究所
千葉実験所（JR総武線　西千葉
駅北口下車）

理学部2号館4階講堂

社会科学研究所大会議室／
理学部1号館小柴ホール

数理科学研究科
大講義室

経済学研究科棟
地下一階第一教室

農学部弥生講堂一条ホール

10月27日（金）
28日（土）

10:00～

10月31日（火）
13:30～

11月10日（金）
10:00～

11月11日（土）
9:30～

11月17日（金）
18日（土）

11月18日（土）
13:30～

11月18日（土）
19日（日）

13:00～

11月22日（水）
9:00～

柏キャンパス一般公開

社会科学研究所
人材ビジネス研究部門
成果報告会

学生部学生課学生生活チーム（大八木・宮内）
内線：22529／22514
e-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

数理科学研究科大講義室
（駒場キャンパス）

11月7日（火）
17:00～　授与式
18:00～　懇親会

18年度第1回「東京大学総長賞」授与式
※5ページ参照

生産技術研究所千葉実験所公開

東京大学COE国際シンポジウム
Frontiers of the Biology of Uniqueness: Development,
Sensory Responses and Reproduction

総務部渉外グループ
TEL:03-5841-1217  内線: 21217
FAX：03-5841-1219
Email：hcd@adm.u-tokyo.ac.jp

本郷キャンパス
駒場キャンパス

11月11日（土）
10:30～

第5回東京大学ホームカミングデイ
※15ページ参照

社会科学研究所国際ワークショップ
「世界における社会科学的日本研究の現状と展望」

大学院数理科学研究科公開講座「対称性と群」

第6回東洋文化研究所公開講座
「アジアを知れば世界が見える－アジアの暦」

International Symposium on Structural Reliability in
Energy Systems Innovation
～信を極める～

東京大学ビジネスローセンター（ＢＬＣ）
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
TEL :03-5805-7298 FAX :03-5805-7143
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

東京大学総務部内　財団法人　東京大学綜合研究会
電話　03-3815-8345
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_ j.html（東京大学
ホームページ→社会人・一般の方へ→公開講座）
e-mail:kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL 03（5452）6863、6866 FAX 03（5452）6071
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

TEL 03-5454-6139   FAX 03-5454-4929
http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/

地震研究所　アウトリーチ推進室
通常はがき　〒113－0032 東京都文京区弥生　1－1－1
電子メール　openlec@eri.u-tokyo.ac.jp（件名は、申し込
みの場合は「申し込み」、問い合わせの場合は「問い合わ
せ」としてください）
電話（問い合わせのみ） 03－5841－5643

東京大学21世紀COEプログラム
機械システム・イノベーション事務室
TEL:03-5841-7437http://mechasys.jp/

第4回・第5回　法学政治学系総
合教育棟101教室
第6回　法文1号館1階　22番教
室

安田講堂

教養学部11号館 2階1106教室

生産技術研究所
（駒場リサーチキャンパス）

総合文化研究科・教養学部
駒場博物館　1階美術博物館展
示室

一般公開
地震研究所1号館公開講義
安田講堂

武田先端知ビル5F武田ホール

第5回 10月21日（土）
第6回 11月11日（土）
時間 13:30～15:00
（受付：13:00～）

9月30日（土）
～10月28日（土）
（各土曜日　全5回）

10月6日（金）
～1月12日（金）

10月6日（金）～12
月22日（金）
（11月3日、24日を
除く各金曜日　全
10回午後6時から）

10月7日（土）～12
月3日（日）
10:00～18:00（入
館は17:30まで）
毎週火曜日休館

11月24日（金）
一般公開　10:00～
公開講義　15:00～

11月24日（金）
25日（土）

9:00～

東京大学法学部連続講演会
「高齢化社会と法」

第105回東京大学公開講座
「ロボット新世紀」
※4ページ参照

2006年度冬学期
「高校生のための金曜特別講座」

第34回生研公開講座イブニングセミナー
「環境のための物質・材料工学最前線」

特別展「一高校長　森卷吉とその時代―向陵の興廃こ
の一遷にあり」
※13ページ参照

ハローダイヤル　03-5777-8600
URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp総合研究博物館

11月3日（金・祝）
～平成19年1月28日
（日）
（休館日もあります
のでご確認下さい）

特別展示『東京大学コレクション
―写真家上田義彦のマニエリスム博物誌』展
※15ページ参照

http://apru2006.dir.u-tokyo.ac.jp/農学部弥生講堂　一条ホール11月8日（水）
～10日（金）

APRU Distance Learning and the Internet 2006
Conference
テーマ：Technology Enabled Global Knowledge
Structuring

地震研究所一般公開・公開講義
※16ページ参照

The 3rd International Symposium on Innovative
Aerial/Space Flyer Systems
～翔を極める～

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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今号から教職員によるリレーエッセイ「ワタシのオシゴト」が始まりました。学内の人でも、
所属部署は知っているが具体的にどんな仕事をしているのか実はよく分からない、ということ
はありませんか？このコーナーはそんな悩みを解決するためにできた･･･と見せかけて、東大
で働く皆さんの人柄が垣間見えるような、遊びの要素を取り入れたコーナーを、ということで
作りました。ハンドルにも遊びがあるからこそ運転がうまくいく、ということで、息抜きに読
んでみてください。意外な本音が書いてあるかも？？（と）

シンポジウム・講演会

キャンパスニュース

特集

NEWS

コラム

INFORMATION

部局ニュース

18 EVENT LIST

◆ 表紙写真 ◆

02 東京大学環境報告書2006

04 東京大学公開講座「ロボット新世紀」
開催中！

05 本年度第１回「東京大学総長賞」の受賞者
決定

06 先端科学技術研究センター自衛消防隊、
自衛消防活動審査会にて最優秀賞受賞！

07 教育学部附属中等教育学校で「第47回銀杏
祭開催」

07 史料編纂所附属前近代日本史情報国際セン
ター設立記念式典及び祝賀会の開催

08 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第１回

08 さすてなTimes Vol.3

09 調達本部です　第16回

09 コミュニケーションセンターだより　No.23

10 Flags運動部紹介　No.22

11 Crossroad～産学連携本部だより　Vol.4

12 龍岡門横丁噺　第５回

12 第９回AMSシンポジウム「Prospects for
the New Frontiers of Earth and
Environmental Sciences」開催のご案内

淡青評論
20 「そのうちなんとか」

東京大学環境報告書2006・表紙
（２ページに関連記事）

お知らせ
13 特別展「一高校長　森卷吉とその時代―向

陵の興廃この一遷にあり」

14 「教養学部報」第496（10月11日）号の発
行―教員による、学生のための学内新聞―

14 利用入門セミナー開催のお知らせ

15 特別展示『東京大学コレクション―写真家
上田義彦のマニエリスム博物誌』展のお知
らせ

15 ホームカミングデイ開催迫る！

16 “留学生向け情報探索ガイダンス”実施の
お知らせ

16 地震研究所公開講義・一般公開のお知らせ

17 人事異動

［訂正］
学内広報において、一部誤りがありましたので訂正いた
します。
関係者の皆様に深くお詫び申し上げます。
No.1343（2006.9.27）
５ページ12行目及び写真キャプション
誤：駒場コミュニケーションセンター
正：駒場コミュニケーション・プラザ



淡青の空の下、午後の会話。

「博士課程に進学したいのですが」；今日に限って端正に見えなくもない

顔だけど、本
マ

気
ジ

かい。

「じっくり研究がしてみたくて」；のんびりじゃないだろうね。少年易老

学難成と言うよ。

「家族も応援してくれていて」；今のうちはね。仏
ホトケ

顔
ガオ

の間にせいぜい頑張

った方がいいよ。一寸光陰不可軽とまでは言わないけれど。

「先輩も結構リッチで楽しそうだし」；確かにDCで月20万、PDで40万弱、もっと高給の博士研究員
ポ ス ト ド ク

もある

けど、皆がなれる訳じゃないよ。

「指導してもらえますよね」；いくら私が丹精してみても博士号
ド ク タ ー

と任期付
ターミナブル

職が関の山だろうけどね。君の希

望する大学教員
アカデミックポジション

の常勤職
テ ニ ュ ア

は難しいよ。博士研究員
ポ ス ト ド ク

がやたら増えたのに常勤職
テ ニ ュ ア

は減っているのだから。

「食っていければ贅沢はいいません」；30年前に聞いた名誉教授の「飢え死にした人はいないよ」という

台詞
セリ フ

と、最近「今じゃ博士進学は自殺行為、勧誘は自殺幇助」と言った知りあいの教員の顔が交互に頭を過
ヨ

ぎるんだけど。

「結婚や育児を考えると少し不安ですが」；明日は無
プ

職
ー

かもしれないからね。研究者に少子化の選択圧が余

分に掛かると絶滅危惧種になる可能性があるかも。

「やはり好きなことをやれる生活が幸せかと」；雑用と会議漬けの私を見ているだろうに、学生の間は未覚

池塘春草夢ということか。そもそも私は今好きなことをやっているのかな。そういえば最後に顕微鏡を自分

で操作したのは何時だろう。階前梧葉己秋声ってことだな。

「一応迷ったのですが」；で、何で決心を。

「先生を見ているとなんとかなるかと思いまして」；嘆声。

馳澤　盛一郎（大学院新領域創成科学研究科）

「そのうちなんとか」

No. 1344 2006年10月11日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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